
平成 27 年度第２回島根県水産振興審議会資料 
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白紙 



（
注
）
◎
は
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

ね
ら
い

主
な
取
り
組
み

主
要
事
業

成
果
指
標

（
目
標
数
値
Ｈ
２
６
→
Ｈ
３
１
）

①
基
幹
漁
業
の
構

造
改
革

水
揚
げ
金
額
増
加
と
漁
労
経
費
削
減
に
よ
り

収
益
性
改
善
を
図
る
構
造
改
革
の
取
組
を
推

進
・
拡
大
し
、
基
幹
漁
業
の
維
持
・
存
続
を
目

指
す
。

・
ブ
ラ
ン
ド
化
・
高
付
加
価
値
化
す
る
魚
種
拡
大
や
活
〆
等
の
高
鮮
度
保
持
技
術
の

普
及
に
よ
る
魚
価
の
向
上

・
産
地
で
の
一
次
加
工
や
魚
食
普
及
活
動
の
推
進
に
よ
る
水
産
物
の
消
費
拡
大

・
漁
労
経
費
削
減
の
た
め
、
省
力
・
省
エ
ネ
型
の
漁
船
・
漁
具
の
導
入
推
進

・
漁
業
者
自
ら
が
作
成
し
た
資
源
管
理
計
画
の
自
主
的
管
理
措
置
の
実
践
支
援

・
水
産
高
校
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
　
等

・
浜
田
地
域
水
産
業
構
造
改
革
推
進
事
業

・
「
浜
プ
ラ
ン
」
推
進
支
援
事
業

・
水
産
高
校
担
い
手
育
成
事
業

・
新
規
就
業
者
確
保
・
育
成
事
業

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
事
業

◎
基
幹
漁
業
の
年
間
生
産
額

　
　
[　
1
3
4
億
円
　
→
　
1
4
1
億
円
　
]

◎
新
規
漁
業
就
業
者
数

　
　
[　
3
3
人
/
年
　
→
　
1
5
0
人
(H
2
7
～
3
1
累
計
)　
]

②
沿
岸
漁
業
活
性

化

県
内
8
地
域
で
漁
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て

策
定
し
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
遂
行
を

支
援
し
な
が
ら
、
も
う
か
る
沿
岸
漁
業
の
育
成
を

図
り
、
新
規
就
業
者
の
積
極
的
な
受
入
に
よ
り

漁
村
集
落
の
活
性
化
を
目
指
す
。

・
ブ
ラ
ン
ド
化
・
高
付
加
価
値
化
す
る
魚
種
拡
大
や
活
〆
等
の
高
鮮
度
保
持
技
術
の

普
及
に
よ
る
魚
価
の
向
上

・
魚
食
普
及
活
動
を
通
じ
た
地
元
水
産
物
の
認
知
度
向
上
・
消
費
拡
大

・
新
規
漁
業
の
導
入
や
漁
法
の
複
合
経
営
化
に
よ
る
経
営
の
改
善
・
安
定
化

・
新
規
就
業
者
へ
の
漁
労
技
術
研
修
の
実
施
、
経
営
資
金
の
貸
与
、
定
着
促
進
に

向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
、
受
入
体
制
の
整
備
　
等

・
し
ま
ね
の
魚
消
費
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
「
浜
プ
ラ
ン
」
推
進
支
援
事
業

・
新
規
就
業
者
確
保
・
育
成
事
業

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
事
業

◎
年
間
水
揚
げ
金
額
3
0
0
万
円
以
上
の
自
営
漁
業
者
の

人
数

　
　
[　
2
3
2
人
　
→
　
2
5
0
人
　
]

◎
【
再
掲
】
新
規
漁
業
就
業
者
数

　
　
[　
3
3
人
/
年
　
→
　
1
5
0
人
(H
2
7
～
3
1
累
計
)　
]

③

宍
道
湖
・
中
海

の
水
産
資
源
維

持
・
再
生

宍
道
湖
・
神
西
湖
に
お
い
て
は
、
シ
ジ
ミ
を
は
じ

め
と
し
た
水
産
資
源
の
変
動
原
因
究
明
や
有

効
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の
維
持

増
大
、
中
海
に
お
い
て
は
二
枚
貝
の
増
養
殖

試
験
を
進
め
て
漁
業
の
復
活
再
生
を
目
指

す
。

・
県
試
験
研
究
機
関
、
大
学
、
漁
協
等
と
連
携
し
た
研
究
調
査
体
制
の
構
築
（
宍
道

湖
・
神
西
湖
・
中
海
）

・
シ
ジ
ミ
の
資
源
変
動
原
因
究
明
と
具
体
的
資
源
回
復
対
策
の
検
討
（
宍
道
湖
）
、
資

源
状
態
把
握
と
増
大
対
策
の
検
討
（
神
西
湖
）

・
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ
等
有
用
魚
介
類
の
資
源
状
態
把
握
と
増
殖
手
法
確
立
（
宍
道

湖
）

・
資
源
状
況
の
把
握
や
養
殖
技
術
開
発
に
よ
る
二
枚
貝
・
有
用
魚
類
を
利
用
し
た
漁

業
の
再
生
（
中
海
）
　
　
等

・
将
来
の
農
林
水
産
業
を
支
え
る
技
術
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◎
シ
ジ
ミ
生
産
額

　
　
[　
2
1
億
円
　
→
　
3
0
億
円
　
]

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

ね
ら
い

主
な
取
り
組
み

主
要
事
業

成
果
指
標

（
目
標
数
値
Ｈ
２
６
→
Ｈ
３
１
）

①
食
の
安
全
・
安

心
推
進

「
美
味
し
ま
ね
認
証
制
度
」
及
び
生
産
工
程
管

理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
さ
ら
な
る
普
及
に
よ
り
、
県
産
農

林
水
産
品
の
安
全
・
安
心
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
認
証
取
得
者
の
契
約
的
取
引
や
取
引

先
拡
大
を
図
る
。

・
経
営
体
や
産
地
へ
の
認
証
取
得
の
啓
発
や
導
入
支
援

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
、
拡
大
対
策
の
実
施
と
導
入
に
向
け
た
支
援

・
消
費
者
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
継
続
・
強
化
に
よ
る
認
知
度
向
上
　
等

・
安
全
で
美
味
し
い
島
根
県
産
品
認
証
事
業

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
体
制
強
化
・
供
給
拡
大
事
業

・
美
味
し
ま
ね
認
証
新
規
認
証
数

　
　
[　
5
品
目
/
年
　
→
　
6
品
目
/
年
　
]

・
集
落
営
農
組
織
の
新
規
認
証
品
目
数

　
　
[　
4
品
目
　
→
　
1
0
品
目
　
]

②
地
産
地
消
推
進

「
地
産
地
消
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
県
民
等

へ
の
県
産
品
の
情
報
発
信
に
よ
り
、
県
産
品
を

優
先
的
に
選
択
す
る
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
実
需
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
県
産

品
の
利
用
拡
大
を
進
め
る
。

・
食
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
に
よ
る
県
産
品
等
の
情
報
発
信

・
地
産
地
消
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
量
販
店
を
推
進
店
と
し
て
認
証
し
Ｐ
Ｒ
等
を
実
施

・
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
関
係
者
等
と
協
力
し
、
産
地
ツ
ア
－
、
新
メ
ニ
ュ
－
提
案
会

等
に
よ
る
食
の
観
光
的
活
用
の
推
進

・
学
校
給
食
で
の
利
用
促
進
に
向
け
た
状
況
把
握
と
栄
養
教
諭
等
へ
の
地
元
食
材

の
情
報
提
供

・
地
元
食
材
の
活
用
拡
大
に
向
け
た
食
品
製
造
業
者
等
と
の
情
報
交
換
や
生
産
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
　
等

・
地
産
地
消
推
進
事
業

・
県
産
品
を
優
先
的
に
購
入
す
る
意
識
が
「
強
く
あ
る
」
県

民
の
割
合

　
　
[　
1
8
.8
%
　
→
　
3
0
.0
%
　
]

・
地
産
地
消
推
進
店
の
認
証

　
　
[　
0
店
舗
　
→
　
5
0
店
舗
　
]

◎
学
校
給
食
に
お
け
る
県
内
食
材
の
活
用
割
合

　
　
[　
5
7
.0
%
　
→
　
6
3
.0
%
　
]

・
主
な
産
直
・
直
売
所
等
の
販
売
額

　
　
[　
3
,1
7
7
百
万
円
　
→
　
3
,7
5
4
百
万
円
　
]

③
６
次
産
業
の
取

組
拡
大

農
林
漁
業
者
等
の
所
得
向
上
、
雇
用
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
６
次
産
業
の
取
組
み
に
あ
た
っ

て
の
諸
課
題
の
克
服
を
図
り
つ
つ
、
多
様
な
事

業
者
が
連
携
し
た
６
次
産
業
の
取
組
み
の
拡

大
を
図
る
。

・
課
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
の
充
実
や
連
携
促
進
の
た
め
の
マ
ッ
チ
ン

グ
機
能
の
強
化

・
関
係
者
が
連
携
し
た
支
援
体
制
づ
く
り

・
小
規
模
事
業
者
が
連
携
、
協
同
化
し
た
取
組
み
や
市
町
村
を
中
心
と
し
た
広
が
り

の
あ
る
６
次
産
業
の
推
進
　
等

・
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
交
付
金

・
島
根
型
６
次
産
業
推
進
事
業

・
６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
総
合
事
業
化
計
画
認
定
数

　
　
[　
1
3
　
→
　
3
0
　
]

◎
多
様
な
事
業
者
が
連
携
し
た
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む

事
業
体
数

　
　
[　
2
9
　
→
　
1
5
5
　
]

◎
多
様
な
事
業
者
が
連
携
し
た
６
次
産
業
化
の
取
組
み

に
よ
る
新
規
雇
用
者
数

　
　
[　
3
2
　
→
　
1
0
0
　
]

「
新
た
な
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
活
性
化
計
画
」
第
３
期
戦
略
プ
ラ
ン

県
共
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
案
）
の
概
要

○
　
水
産
戦
略
プ
ラ
ン

○
　
分
野
連
携
・
共
通
戦
略
プ
ラ
ン
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（
注
）
◎
は
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

圏
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

ね
ら
い

主
な
取
り
組
み

成
果
指
標

（
目
標
数
値
Ｈ
２
６
→
Ｈ
３
１
）

①
東
部
出
雲
地
域
沿
岸

漁
業
活
性
化

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
漁
法
の
複
合
化
、

漁
獲
物
の
高
付
加
価
値
化
、
藻
類
・
貝
類

養
殖
振
興
な
ど
の
収
益
性
改
善
の
取
組

に
よ
り
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
。

・
漁
法
の
複
合
化
や
産
地
で
の
一
次
加
工
・
６
次
産
業
化
に
よ
る
漁
業
経
営
の
安
定
化

・
活
〆
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
漁
獲
物
の
高
付
加
価
値
化
や
魚
食
普
及
活
動
を
通
じ
た
地
元
水
産

物
の
認
知
度
向
上
・
消
費
拡
大

・
ワ
カ
メ
な
ど
の
藻
類
養
殖
技
術
の
向
上
・
効
率
化
及
び
イ
ワ
ガ
キ
養
殖
の
生
産
体
制
強
化
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進

・
新
規
就
業
者
の
定
着
促
進
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
　
等

◎
定
置
網
の
生
産
金
額

　
　
[　
1
3
億
円
　
→
　
1
4
億
円
　
]

◎
年
間
水
揚
げ
金
額
3
0
0
万
円
以
上
の
自
営
漁
業
者
の

人
数

　
　
[　
1
0
8
人
　
→
　
1
1
5
人
　
]

②
東
部
出
雲
の
豊
か
な

湖
・
川
づ
く
り

宍
道
湖
・
中
海
の
水
産
資
源
維
持
・
再
生

P
Jと
連
携
し
、
宍
道
湖
・
神
西
湖
で
は
漁

業
の
維
持
増
大
、
中
海
で
は
漁
業
の
復

活
再
生
を
目
指
す
と
と
も
に
、
神
戸
川
で

は
天
然
ア
ユ
資
源
の
回
復
を
目
指
す
。

・
シ
ジ
ミ
資
源
の
増
殖
対
策
の
検
討
と
、
効
果
的
な
販
促
・
販
売
手
法
に
よ
る
消
費
拡
大
（
宍
道
湖
・

神
西
湖
）

・
実
用
的
な
二
枚
貝
養
殖
技
術
の
開
発
及
び
採
算
性
の
評
価
（
中
海
）

・
産
卵
親
魚
の
保
護
、
産
卵
場
の
整
備
及
び
河
川
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
方
法

の
検
討
に
よ
る
天
然
ア
ユ
資
源
の
回
復
（
神
戸
川
）
　
等

◎
シ
ジ
ミ
生
産
額

　
　
[　
2
1
億
円
　
→
　
3
0
億
円
　
]

③
西
部
石
見
地
域
沿
岸

漁
業
活
性
化

漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上
、
漁
業
の
複

合
経
営
化
、
水
産
物
の
消
費
拡
大
、
担
い

手
の
育
成
な
ど
に
総
合
的
に
取
り
組
み
、

漁
家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
。

・
漁
獲
物
の
高
鮮
度
化
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
や
漁
労
作
業
の
省
力
化
に
よ
る
収
益
性
向
上

・
魚
食
普
及
活
動
を
通
じ
た
地
元
水
産
物
の
認
知
度
向
上
や
学
校
給
食
等
で
の
活
用
推
進

・
水
産
高
校
生
の
現
場
実
習
の
実
施
な
ど
に
よ
る
担
い
手
育
成
支
援
の
推
進
　
等

・
大
田
、
江
津
、
浜
田
、
益
田
地
区
市
場
に
お
け
る
沿
岸

漁
業
漁
獲
物
の
平
均
単
価

　
　
[　
4
4
9
円
/
kg
　
→
　
4
7
1
円
/
kg
　
]

◎
年
間
水
揚
げ
金
額
3
0
0
万
円
以
上
の
自
営
漁
業
者
の

人
数

　
　
[　
5
9
人
　
→
　
6
7
人
　
]

④
西
部

浜
田
地
域
の
基

幹
漁
業
構
造
改

革
推
進

沖
合
底
び
き
網
（
沖
底
）
及
び
中
型
ま
き

網
（
中
ま
き
）
で
収
益
性
の
改
善
を
図
る
構

造
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
新
規
就
業

者
の
確
保
を
推
進
す
る
。

・
漁
獲
物
の
高
付
加
価
値
化
・
販
売
促
進
及
び
漁
労
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
（
沖
底
）

・
漁
労
設
備
の
更
新
に
よ
る
操
業
の
効
率
化
と
水
揚
げ
の
向
上
（
中
ま
き
）

・
浜
田
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
へ
の
移
行
に
あ
わ
せ
、
集
出
荷
・
販
売
体
制
の
再
編
推
進

・
水
産
高
校
・
水
産
高
校
生
の
現
場
実
習
の
実
施
な
ど
に
よ
る
担
い
手
育
成
支
援
推
進
　
等

◎
浜
田
地
域
の
基
幹
漁
業
の
年
間
生
産
額

　
　
[　
2
2
億
円
　
→
　
2
3
億
円
　
]

・
水
産
高
校
か
ら
の
地
元
水
産
関
連
企
業
へ
の
就
職
者

数 　
　
[　
9
人
/
年
　
→
　
4
0
人
（
H
2
8
～
3
1
累
計
）
　
]

⑤
西
部

天
然
ア
ユ
が
復

活
す
る
石
見
の

豊
か
な
川
づ
く
り

天
然
ア
ユ
資
源
増
大
の
た
め
、
高
津
川
で

は
生
産
性
向
上
と
販
売
促
進
、
江
川
で
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
生
産
性
の
改
善
を

図
る
。

・
地
場
産
ア
ユ
の
安
定
的
な
種
苗
生
産
・
放
流
推
進
（
江
川
、
高
津
川
）

・
産
卵
場
の
改
善
と
親
魚
保
護
に
よ
る
天
然
ア
ユ
資
源
の
回
復
対
策
推
進
（
江
川
、
高
津
川
）

・
漁
協
へ
の
集
荷
体
制
再
構
築
と
、
都
市
圏
へ
の
販
路
拡
大
に
よ
る
漁
協
の
収
益
性
改
善
（
高
津

川
）
　
等

・
流
下
仔
魚
数
【
高
津
川
】

　
　
[　
4
.5
億
尾
　
→
　
3
8
億
尾
　
]

・
流
下
仔
魚
数
【
江
の
川
】

　
　
[　
1
6
.6
億
尾
　
→
　
3
0
億
尾
　
]

⑥
隠
岐
隠
岐
地
域
沿
岸

漁
業
活
性
化

漁
業
の
複
合
経
営
モ
デ
ル
の
検
討
、
養

殖
業
の
振
興
、
魚
価
向
上
対
策
、
新
規
就

業
支
援
な
ど
に
総
合
的
に
取
り
組
み
、
沿

岸
漁
業
の
再
構
築
を
目
指
す
。

・
漁
獲
物
の
高
鮮
度
処
理
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
や
漁
業
経
営
の
複
合
化
、
操
業
規
制
の
見
直

し
な
ど
に
よ
る
自
営
漁
業
者
の
収
入
向
上
・
安
定

・
イ
ワ
ガ
キ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
無
給
餌
養
殖
の
振
興

・
就
業
支
援
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
や
水
産
高
校
と
の
連
携
に
よ
る
新
規
就
業
者
確
保
・
育

成
　
等

◎
年
間
水
揚
げ
金
額
3
0
0
万
円
以
上
の
自
営
漁
業
者
の

人
数

　
　
[　
6
5
人
　
→
　
6
8
人
　
]

・
隠
岐
の
い
わ
が
き
販
売
金
額

　
　
[　
2
.1
7
億
円
　
→
　
2
.5
億
円
　
]

・
新
規
自
営
漁
業
就
業
者
数

　
　
[　
0
人
/
年
　
→
　
6
人
（
H
2
8
～
3
1
累
計
）
　
]

⑦
隠
岐

離
島
の
ハ
ン
デ

克
服
に
向
け
た

水
産
物
の
消
費

拡
大
・
流
通
・
販

売
対
策

島
内
外
へ
の
隠
岐
産
水
産
物
の
消
費
・

販
路
拡
大
へ
の
取
組
と
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
流
通
体
制
の
整
備
・
合
理
化
を
図

る
。

・
加
工
品
の
開
発
・
改
善
、
加
工
場
整
備
等
に
よ
る
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品
づ
く
り
の
推
進

・
消
費
地
市
場
へ
の
直
接
出
荷
・
産
直
販
売
や
都
市
圏
で
の
P
R
強
化
に
よ
る
島
外
へ
の
販
路
開

拓
・
流
通
合
理
化

・
観
光
振
興
と
の
連
携
強
化
等
に
向
け
た
供
給
体
制
の
整
備
や
、
魚
食
普
及
活
動
に
よ
る
島
内
消

費
の
拡
大
　
等

・
隠
岐
島
内
に
水
揚
げ
さ
れ
る
漁
獲
物
の
平
均
単
価

　
　
[　
5
9
7
円
/
kg
（
H
2
4
～
2
6
平
均
）
　
→
　
6
2
7
円
/
kg
　
]

○
　
水
産
戦
略
プ
ラ
ン

「
新
た
な
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
活
性
化
計
画
」
第
３
期
戦
略
プ
ラ
ン

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
案
）
の
概
要
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【
島
根
県
水
産
振
興
審
議
会
委
員
か
ら
の
意
見
】

新
た
な
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
活
性
化
計
画

次
期
（
第
３
期
）
戦
略
プ
ラ
ン
（
案
）
に
対
す
る
意
見
と
対
応

【
分
野
連
携
・
共
通
戦
略
プ
ラ
ン
】

番
号

項
目

ご
意
見
の
要
旨

ご
意
見
に
対
す
る
考
え
方
・
対
応

担
当
課

１
農
林
水
産
物
の
安
全
確
保
と
安
心
の
醸

浜
田
市
で
水
産
加
工
品
の
産
地
偽
装
が
あ
り
、
浜
田
の
イ

第
期
戦
略
プ
ラ
ン
で
は
「
食
の
安
全
・
安
心
推
進
プ
ロ
農
産
園
芸
課

3
、

成
メ
ー
ジ
悪
化
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
ジ
ェ
ク
ト
」
で
農
林
水
産
物
の
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
の
工
程
ご
食
の
安
全
推
進

に
浜
田
の
イ
メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
島
根
の
漁
業
の
イ
メ
ー
と
に
管
理
す
る
手
法
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と
で
問
題
発
生
の
室

《
該
当
箇
所
》

ジ
を
悪
く
す
る
と
思
い
ま
す
。
他
の
店
は
な
い
の
か
、
調
べ
未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関

ペ
ー
ジ
重
点
的
施
策
の
展
開
方
向
ら
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

と
連
携
し
て
食
の
安
全
・
安
心
確
保
に
努
め
て
取
り
組
ん
で
い
水
産
課

12
（

）
消
費
者
と
し
て
怒
っ
て
い
ま
す

き
ま
す
。

漁
場
環
境
・
内

20
27

10
G

ペ
ー
ジ
主
な
指
標
の
将
来
見
通
し

な
お
、
平
成

年
月
に
発
生
し
た
浜
田
市
に
お
け
る
水
水
面

（
）

産
加
工
品
の
産
地
偽
装
に
つ
い
て
は
、
食
品
表
示
法
を
所
管
す

る
健
康
福
祉
部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
直
ち
に
各
地
の
保
健
所

が
県
内
の
加
工
業
者
を
対
象
に
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
、
違

反
が
無
い
事
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２
主
な
指
標
の
将
来
見
通
し

商
工
労
働
と
連
携
し
て
、
大
き
な
目
標
額
、
数
値
目
標
を

地
産
地
消
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
し
ま
ね
ブ
ラ
ン

２
産
直
・
直
販
所
等
の
販
売
額

設
定
し
て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
手
段
を
議
論
す
べ
き
だ
。
を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
ド
推
進
課

G
特
に
、
島
根
県
東
部
で
の
販
売
拠
点
集
積
を
、
重
要
テ
ー
と
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
品

《
該
当
箇
所
》

マ
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
だ
。
都
会
地
に
魚
を
直
送
す
る
発
想

「
産
直
・
直
販
所
等
の
販
売
額
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
組

ペ
ー
ジ
主
な
指
標
の
将
来
見
通
し
も
い
い
が
、
関
係
売
り
上
げ
の
域
内
循
環
、
そ
れ
に
よ
る
経
み
評
価
の
１
つ
の
指
標
で
あ
り
、
地
域
Ｐ
Ｊ
で
の
成
果
指
標
や
水
産
課

20
（

）
済
波
及
効
果
を
考
え
て
ほ
し
い
。

農
業
団
体
の
数
値
目
標
を
基
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

水
産
し
ま
ね
振

御
指
摘
の
あ
っ
た
販
売
拠
点
の
集
積
化
、
域
内
循
環
等
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
掲
げ
て
い
る
「
水
産
物
の

消
費
拡
大
」
に
取
り
組
む
中
で
、
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
県
共
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

量
販
店
の
認
証
や
学
校
給
食
で
の
利
用
（
こ
れ
も
量
的
に

ご
指
摘
の
通
り
、
量
販
店
や
学
校
給
食
で
の
県
産
品
利
用
の
し
ま
ね
ブ
ラ
ン

「
地
産
地
消
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
後
退
し
て
い
る
？
）
は
大
変
重
要
だ
と
思
う
。

一
層
の
拡
大
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ド
推
進
課

PR
G

（
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
）

個
人
や
、
観
光
客
の
消
費
拡
大
の
推
進
で
は
、
外
国
人
観

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
へ
の

も
大
事
で
あ
り
、
具
体
的
農
林
水
産
品

光
客
へ
の

を
入
れ
て
ほ
し
い
。
対
策
と
し
て
は
別
物
に
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
機
関
が
連
携
の
う
え
研
究
し

PR
《
該
当
箇
所
》

な
る
と
思
う
。

て
い
き
ま
す
。

ペ
ー
ジ
（
県
共
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

58
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番
号

項
目

ご
意
見
の
要
旨

ご
意
見
に
対
す
る
考
え
方
・
対
応

担
当
課

４
全
体

第
期
プ
ラ
ン
全
体
は
、
と
て
も
詳
し
く
、
十
分
な
内
容

戦
略
プ
ラ
ン
は
、

サ
イ
ク
ル
の
活
用
等
に
よ
り
随
時
農
林
水
産
総
務

3
PD

C
A

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
前
書
き
に
あ
る
よ
う
に

計
取
組
み
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
し
課

。
、

、「
画
年
度
が
終
わ
っ
た
の
で
、
引
き
続
き

年
の
計
画
を
作
て
き
て
い
ま
す
が
、
第
期
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
こ
の

10
3

っ
た
」
と
い
う
構
え
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。

進
行
管
理
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し

「
今
、
大
変
な
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
ど
う
い
っ
た
取
り
て
課
題
解
決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

組
み
を
し
て
い
る
か
」
を
、
一
般
県
民
に
も
広
く
分
か
る
よ

ま
た
、
島
根
県
の
水
産
業
の
現
状
と
課
題
、
及
び
そ
の
対
策

う
に
し
て
ほ
し
い
。

に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
の
実
施
や
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
新
聞
、
広
報
誌
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
の

様
々
な
広
報
媒
体
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
理
解
促

進
に
努
め
ま
す
。
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【
水
産
戦
略
プ
ラ
ン
】

番
号

項
目

ご
意
見
の
要
旨

ご
意
見
に
対
す
る
考
え
方
・
対
応

担
当
課

１
宍
道
湖
・
中
海
の
水
産
資
源
（
シ
ジ
ミ
い
つ
ま
で
も
「
原
因
が
分
か
ら
な
い
」
で
良
い
の
か
。
取

県
で
は
、
平
成

年
度
か
ら

ヶ
年
計
画
に
よ
り
宍
道
湖
水
産
課

、
24

6
・
二
枚
貝
）
の
回
復

り
組
み
の
中
に
研
究
調
査
体
制
の
構
築
と
し
て
い
る
が
、
従
・
中
海
に
お
け
る
水
産
資
源
の
変
動
要
因
の
解
明
や
回
復
対
策
漁
場
環
境
・
内

G
来
、
体
制
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
い
ま
だ
に
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
研
究
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
水
面

《
該
当
箇
所
》

原
因
究
明
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
の
時
代
、
そ

特
に
宍
道
湖
に
つ
い
て
は
、
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
島
根
大

ペ
ー
ジ
重
点
的
施
策
展
開
の
方
向
ん
な
に
困
難
な
研
究
テ
ー
マ
な
の
か
。
関
連
の
研
究
機
関
と
学
の
他
、
国
内
の
汽
水
域
の
専
門
家
を
構
成
員
と
し
た
「
宍
道

11
（

）
「
･
･
･
資
源
は
、
危
機
的
な
状
況
は
脱
し
連
携
を
し
て
研
究
を
し
て
は
ど
う
か
。
県
の
研
究
体
制
も
ど
湖
保
全
再
生
協
議
会
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
塩
分
濃
度
と
シ
ジ

た
も
の
の
、
資
源
変
動
の
原
因
が
十
分
う
だ
っ
た
の
か
「
結
果
を
出
す
研
究
」
を
求
め
た
い
。

ミ
の
餌
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
組
成
が
大
き
く
影
響
し

。
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
目
標
年
度
を
掲
げ
て
、
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
だ
。
い
っ
た
て
い
る
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

、
再
び
激
減
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
」

ん
結
論
を
得
れ
ば
、
そ
の
後
は
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

今
後
、
平
成

年
度
ま
で
に
資
源
の
減
少
原
因
等
に
つ
い

。
29

き
る
。

て
究
明
し
、
そ
の
後
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。
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【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
】

新
た
な
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
活
性
化
計
画

次
期
（
第
３
期
）
戦
略
プ
ラ
ン
（
案
）
に
対
す
る
意
見
と
対
応

【
水
産
戦
略
プ
ラ
ン
】

番
号

項
目

ご
意
見
の
要
旨

ご
意
見
に
対
す
る
考
え
方
・
対
応

担
当
課

１
新
規
就
業
へ
の
支
援

島
根
の
場
合
に
は
、
後
継
者
不
足
問
題
の
解
決
が
一
番
大

現
在
、
新
規
漁
業
就
業
希
望
者
に
対
し
て
は
、
国
・
県
の
事
水
産
課

切
だ
と
思
い
ま
す
。

業
を
活
用
し
て
、
就
業
前
の
漁
労
技
術
習
得
研
修
や
研
修
後
の
水
産
し
ま
ね
振

農
業
も
水
産
業
も
後
継
者
の
育
成
が
必
要
で
す
。

着
業
資
金
な
ど
へ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

興
室

当
然
、
農
業
に
も
水
産
業
に
も
後
継
者
の
育
成
金
を
国
や
県

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
支
援
を
続
け
る
と
と
も
に
、
収
益
性
の

が
高
額
の
補
助
を
す
べ
き
で
す
。

向
上
を
図
る
こ
と
で
、
自
営
・
雇
用
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な

中
途
半
端
な
金
額
で
は
、
育
ち
ま
せ
ん
し
、
育
て
よ
う
が
な
収
入
が
得
ら
れ
る
経
営
体
の
育
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

い
と
感
じ
ま
す
。

す
。

国
や
県
の
後
押
し
が
必
要
で
す
。
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平成 28 年 3 月 22 日 

水産振興審議会資料 

松江水産事務所 

（株）十六島大敷の取組 

地域プロジェクト名：「出雲の沿岸漁業活性化プロジェクト」 
           「藻類養殖振興プロジェクト」 

１．現行プロジェクトの取組実績 

（１） 概 要 

定置網漁業を経営する（株）十六島大敷は冬場の時化による休漁期対策として、ワカメ養殖に取組

み、複合経営による収益の向上と同時に若手従業員の周年雇用を実現し、後継者対策として成果を

上げた。 

（２） ワカメ養殖導入に至った背景と目的 

・出雲地域の半数の定置網漁業は冬場の時化のため安定した操業ができないことから、網を揚げて

休漁する。 

・(株)十六島大敷を含め冬場に休漁する経営体は、12～3 月の間は従業員を雇止めしている。 

・ワカメ養殖を取り入れることで、収益の向上と従業員の周年雇用を目指す。 

・経営基盤の強化と、周年雇用により新規就業者が着業しやすい環境を整える。 

（３） 複合経営のスタイル 

 

   

 

 

    

 

◎ワカメ養殖の繁忙期は、冬場の定置網休漁期と重なる。 

（４）新がんばる事業（県単）の活用 

【ソフト事業】 

   ・地元ベテラン漁業者による養殖から加工までの技術研修 

【ハード事業】 

・海上養殖施設整備 

・加工場・乾燥室整備、乾燥器設置 

・種苗生産施設整備、フリー配偶体機材整備 

・第二箱網整備（定置網） 

（５）取組の成果 

  ・従業員８名の周年雇用を実現、新規就業者の着業 

  ・ワカメ養殖・加工技術の習得 

  ・ワカメ養殖による収益の向上 

（６）今後の課題 

   ・ワカメ養殖・加工技術の確立 

・ワカメ養殖と定置網による収益の向上と経営安定化 

   ・他地区への波及 

 

２．次期プロジェクトでの取組概要 

   現行プロジェクトでの複合経営化の取組をモデル事例として、次期プロジェクトにおいても、冬期に従

業員の雇い止めを行っている経営体に対して複合経営を推進し、周年雇用による担い手確保と漁業経

営の安定化を図る。また、自営漁業者においても、多様な漁法を活用する複合経営を推進するとともに、

活〆等の鮮度保持技術を導入し、付加価値向上を図ることにより漁業所得の向上を目指す。 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ 

種糸作成⇒管理 本養殖 加工 

操 業 休 漁 

(月) 

定置網漁業 

ワカメ養殖 
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H28.3.22 水産振興審議会資料 
浜田水産事務所 

浜田地域水産業構造改革推進プロジェクトについて 

 

１．浜田地域の沖合底びき網漁業の概況  

・平成 26年の浜田漁港の水揚量の 14.1％、水揚金額の 25.3％を占める主力漁業。 

・４社５ヶ統の船団が存在し、全統がリシップ（船体大規模修繕）を実施。 

 

２．取り組みの方向性 

 

 

 

 

３．取り組み状況 

Ｈ24～Ｈ26 年度 

・鮮度保持マニュアルを策定し、リシップ船において漁獲物高鮮度化に取組み。 

・平成 25 年度に高鮮度商品の生産・出荷を開始し、平成 26 年度からは刺身用「高鮮度ミズガレイ」の

生産を開始。 

・地元飲食店・宿泊施設を対象とした高鮮度ミズガレイ試食会等を行い一定の評価を獲得。その後、ノ

ドグロ、バトウ、アマダイなどの「高鮮度商品」の出荷も開始した。 

平成 27 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リシップ船において、海水

冷却装置等を活用し漁獲物

を高鮮度化して出荷。 

 

・沖底物＝鮮度低いと

いうイメージの払拭。 

・新商品の開発による

新規需要の拡大・・・。 

 

魚 価 向 上 へ ！

へ！ 

 

「高鮮度商品」販売力強化に向けた取組 

「高鮮度商品」ブランド化に向けた取組 

認知度・商品魅力向上に向けた取組 

◎取組への評価 
・生産者においては「高鮮度商品」生産の有効性を実感。今後の定着に向けた展開に期待。 
・仲買・小売業者においても、「高鮮度商品」の品質の良さを実感。一部業者は積極的な取扱・販売を展開。 

☆次期 PJ である「浜田地域の基幹漁業構造改革推進 PJ」での取組の方向性 
・平成 28 年８月の新漁期開始にあわせて、「高鮮度商品」を品質の良さを前面に出した新ブランド商品と

して販売促進を実施。 
・地元飲食店・宿泊施設と連携して、「高鮮度商品」の地元定着を推進。 
・仲買業者と連携した「高鮮度商品」の県外向け出荷拡大のための取組により、認知度向上を推進。 

・地元仲買・小売を対象とした「高鮮度商品試食・意見交換会」を開催。参加者か

らは、高鮮度化された商品の身質について高い評価が得られた。 

・「高鮮度商品」は出荷箱の側面に生産者の船名入りステッカーを貼付して出荷している

が、これを新たなブランド名称を冠した新ステッカーデザインに刷新すべく取組み中。 
・科学的根拠に基づく「高鮮度商品出荷規格・基準」を整理。今後、品質の良さを前面

に押出しての出荷を予定。 

・地元食材を積極的に取り扱おうとする飲食店・宿泊施設の協力の下、「高鮮度商品」を

用いた新メニュー開発や協力店舗での調理品の常時提供を実施中。これにより「高鮮度

商品」の PR を実施し地元認知度及び商品魅力の向上を推進中。 
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H28.3.22 水産振興審議会 
隠岐支庁水産局 

隠岐地域沿岸漁業活性化 PJ の取組内容について 

 
◆清澄な水域環境が育む無給餌養殖の振興  ～イワガキ養殖について～ 

【第２期での実績と課題】 

・H27漁期の出荷個数は111万個(前年比121%)、

出荷金額は 2.6 億円（119％）。 

・シングルシード養殖等の導入による高品質

化と効率的な生産システムの開発に着手。 

＜課題＞ 

⇒更なる高品質化、省力化、効率化に向けた

養殖手法の開発と普及 

⇒生産量増大に伴う、漁場の確保や関係施設

の拡充整備 

⇒他産地との差別化に向けたブランド対策及

び衛生管理の継続 

 

【第３期での取組の方向性について】 

・シングルシード養殖の普及による高品質化（身入りのばらつき・成長不良の改善） 

・養殖作業機械の導入等による省力化、更なる効率化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軟材採苗器 
・稚貝を 1個ずつ剥離す
ることが可能 

カゴ養殖 
・剥離した稚貝をカゴで
約 1年間飼育 

軟材採苗器から稚貝を 
剥離する工程の機械化 

ロープ養殖における固着、 
解体の工程の機械化 

付着物をグラインダーで
磨き落とす 

 

衛生管理を徹底し、安全安心
な「隠岐のいわがき」出荷 

販売促進・PR 活動 
・消費地、各種イベント等
にて認知度向上を図る 

イワガキを磨く工程を機械化 
高品質化、徹底した衛生管理等により他産地との
差別化を図り、販売促進・販路拡大に取り組む 

ロープ養殖 
・接着剤等で貝を固着 
・出荷時には個々に解体 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0

20

40

60

80

100

120

H17 H19 H21 H23 H25 H27

出荷個数(合計)

出荷金額(合計)

出
荷
個
数(

万
個)

出
荷
金
額(

億
円)

隠岐のいわがき出荷個数及び出荷金額について

- 9 -



H28.3.22 水産振興審議会 
隠岐支庁水産局 

離島のハンデ克服に向けた水産物の消費拡大・流通・販売対策 PJ の 

取組内容について 

 
◆島内消費の拡大に向けた供給体制の整備 
【第２期での実績と課題】 

・料理教室の開催、学校給食での食材利用、イベントでの PR 活動等を実施。 
・消費者ニーズに合った加工品等の開発、販売を実施。 
＜課題＞ 
⇒学校給食や医療・介護施設等において地元水産物の更なる利用促進。 
⇒観光関連業者との連携や情報交換等の強化による地元水産物の観光利用。 
⇒島内消費拡大に向けた安定供給体制の整備。 
 

【第３期での取組の方向性について】 

○島内消費拡大のため、各業界との連携、地元水産物の安定した供給体制の整備等による流通販

売体制の充実を図る。 

＜取組内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島内消費の拡大 

・産直販売の拡充 
・飲食店等での利用拡大 
・土産品の開発 

 

・学校給食や医療・介護施設
等での利用促進 

・観光関連業者との連携 等

島内で水揚げされた水産物 

境 港 

流通販売体制の充実 

加工場、凍結・保存施設、
蓄養施設等の整備 

こうした取組が・・ 

新たな販路の開拓 

⇒島外出荷についても、消費地や量販店等への
直接出荷など、既存の流通販売体制の見直し 
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